
 
 
 
 
 

         
 
 
 

 

 

 

 

 

県では、皆さんが日頃抱いている性別役割に関する「もやもや」した思いや違和感を、川柳

の形で募集し、広く発信する「ちぃともやもやジェンダー川柳コンテスト」を実施します。 

五・七・五という短い言葉のメッセージを募り、これを多くの方に届けることで、同じ思い

を持つ方の共感を得るとともに、それが思い込みや決めつけだと気づいていなかった方々の気

づきにつなげ、「男だから～すべき」「女だから～すべき」といった、性別による固定観念の解

消の機運を広げていくことを、ここ広島から目指します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、広島ではＧ７サミットが開催され、ジェンダー平等の実現に向け一層の努力をして

いくことが首脳宣言に明記されましたが、日本のジェンダー格差（*参考 1）は、サミット参加国

の中では最下位です。また、本県の状況も、全国的な比較において、ジェンダー平等が進んで

いるとは言えない分野などもあります。（*参考 2）男女の地位の平等感も、「平等」と感じている

人に男女で差があるほか、７割弱の人が男性の方が優遇されていると考えています。（*参考 3） 

こうした状況の背景には、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」（*参考４）に代表さ

れる、「男だから～、女だから～」という固定的な性別役割分担意識が存在していると考えら

れており、県では、令和３年度から、こうした固定観念の解消に向けた取組を強化しています。 

 

 
資 料 提 供         

令和５年９月 12日 
課 名：わたしらしい生き方応援課 
担当者：佐伯 
内 線：2733 
直 通：082-513-2746 

わたしらしい生き方を選択するための「わた生きゼミ」2023 特別企画 

ちぃと もやもや ジェンダー川柳コンテスト 
「男は仕事、女は家庭」「女のくせに」「男のくせに」…。 

こんな決めつけ、もう終わりにしませんか？ 

 

背  景 

 
９月 14日（木） 
募集開始！！ 

https://www.gendersenryu.jp 



 

 

 

 
（１）募集内容：「男だから」「女だから」など性別による思い込みや決めつけで「もやもや」

したことを、五・七・五の形の川柳で募集 

 

（２）募集期間：令和５年９月 14日（木）～令和５年 10月 15 日（日） 

 

 （３）審査方法：一次審査を経て、優秀作品を決める二次審査と、共感作品を決める一般投票

をそれぞれ実施 

  ① 一次審査  

県内大学生や「広島県の男女共同参画をすすめる会」等により 30作品程度を選考 

  ② 二次審査（優秀作品の選考） 

一次審査を通過した作品を対象に、審査員の書面審査及び協議により上位 5作品を決定 

〔審査員〕 

・上水流
か み づ る

久彦
ひさひこ

（審査員長）：県立広島大学教授、地域基盤研究機構長。広島県男女共同参

画審議会委員、専門は文化人類学 

・犬山
いぬやま

紙子
か み こ

：イラストエッセイスト、TVコメンテーター。雑誌、Web などで活躍中。1児

の母。 

・中島
なかしま

尚樹
な お き

：タレント、コメンテーター。妻の井上恵津子と YouTube チャンネル「中

島家チャンネル」配信中。 

・山田
やまだ

 幸
みゆき

：日本放送作家協会中国・四国支部監事、日本脚本家連盟中国・四国支部監

事、広島大学特任助教。専門は民事法学、コミュニケーション 

  ③ 一般投票（共感作品の選考） 

一次審査を通過した作品を対象に二次審査とは別に県民の投票により 1 位の作品を決定

また、投票に協力された方の中から抽選で賞品を贈呈 

 

 （４）入賞賞品 

・最優秀賞 １点（商品券５万円分） 

・優秀賞  ２点（商品券２万円分）  

・審査員賞 ２点（商品券１万円分） 

・入賞   25 点（商品券２千円分） 

 

（５）結果発表・授賞式 

・日時：12月５日（火）（予定） 

・会場：エソール広島 研修室（広島市中区大手町 1-2-1 おりづるタワー10階） 

 

 

※ 詳細については、特設サイト(https://www.gendersenryu.jp)で順次公開します。  

 

コンテスト概要 
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【参考】 
 
１ ジェンダーギャップ指数 - 日本  

○ 世界各国の男女格差を数値化したジェンダー・ギャップ指数（世界経済フォーラム）の 2023 年

の日本の総合順位は、146 か国中 125 位で過去最低。 

○ 日本は「教育」と「健康」の値は世界トップクラスだが、「政治」「経済」の値が低い。 
 

２ 都道府県版ジェンダーギャップ指数 - 広島県  

「都道府県版ジェンダーギャップ指数」では、教育分野は全国７位と全国トップクラスだが、経

済分野は全国 23位、政治分野は 22位、行政分野は 20位である。 
（※上智大学教授などの「地域からジェンダー平等研究会」が試算したデータ。政治、経済、教育、行政の4分野で示す。） 

 
３ 男女の地位の平等感  

社会全体における男女の地位の平等感について、「平等」と回答した人は全体で 14.7％（令和２

年度）と低い状況にあり、男女間でも差があるほか、７割弱の人が男性の方が優遇されていると考

えている。平成 29年度と比べても傾向に大きな差はない。（※広島県「広島県政世論調査」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方への意見  
「賛成」「どちらかというと賛成」と答えた人の合計は、全体、女性、男性とも、平成 26年度か

らの約 10 年で年々減少しているが、依然として全体の１／４が賛成派であり、男女別では男性の

３割以上がこうした考え方に対して賛成と答えている。（※令和2年度までは広島県「広島県世論調査」令和

５年度は「男女双方の意識改革に係る調査」） 
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